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（概要） 

2015/2016 年に東部インド洋で得られた海水試料中炭素 14 を測定し、海洋表面から海底直上までの鉛

直分布を得た。それらを 1990 年代に観測された値と比較した結果、過去約 20 年間に同海域では炭素 14

の鉛直分布に大きな変化は見られなかった。北太平洋の亜熱帯域では炭素 14 濃度の増加が観測されて

おり、隣接する東部インド洋で炭素 14 の存在量に変化がないことは、両大洋を繋ぐインドネシア通過流に

よって北太平洋の炭素 14 がインド洋に移行した可能性を示唆している。 
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１．目的 

 1950～60 年代に実施された大気圏中核実験の結果、大気中の炭素 14 濃度は急激に上昇した。この核

実験起源炭素 14の海洋における蓄積量から、大気・海洋間における二酸化炭素交換速度を推定すること

ができる。すなわち、炭素 14 は人為的に大気に放出された二酸化炭素を追跡するトレーサとなり得る。し

かしながら、グローバルな推定には観測データが不足している。本研究では、1990 年代の観測で得られた

炭素 14濃度を最近のそれと比較することにより、過去約 20年間の海洋における核実験起炭素 14の蓄積

量の変化を明らかすることで、海洋における人為起源二酸化炭素の吸収量を推定することを目的とする。 

 

２．方法 

 海水試料は、2015 年 12 月～2016 年 1 月に実施された国立研究開発法人海洋研究開発機構「みらい」

研究航海 MR15-05 において、東部インド洋（東経約 110 度線上）で採取された（Stn. 16, 28）。海水試料は、

表面水から海底直上まで鉛直的に採取された。航海終了後、国立研究開発法人海洋研究開発機構むつ

研究所において、海水試料から二酸化炭素ガスを抽出・精製し、さらに加速器質量分析に供するためにグ

ラファイト化した。加速器質量分析は、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構タンデトロン施設で実

施した。 

 

３．結果及び考察 

 2015/2016 年に得られた炭素 14 の鉛直分布を、1990 年代のそれ（Key et al., 2004）と比較した。その結

果、東部インド洋では 1990 年代から 2015/2016 年の間の約 20 年間で、炭素 14 の鉛直分布に大きな変

化は見られなかった。サーモクライン層（表層～深度数百ｍ）では、Δ14Cは 40から-150‰程度まで深さとと

もに徐々に減少し、深度約 500m 以深ではその値は約-150‰で鉛直的な変化が乏しかった。このような鉛

直分布は、サーモクライン層への核実験起源炭素 14 の侵入と、核実験起源炭素 14 をほとんど含まない

深・底層水の湧昇の２つで概ね説明できる。現在一部の亜寒帯を除く海域では、大気中と表面海水中の

炭素 14 濃度は平衡状態であり、大気から海洋への正味のフラックスはほぼゼロと考えられている。したが

って、東部インド洋で核実験起源炭素 14 の濃度が変化していないことは、一義的には深・底層水の湧昇

による希釈効果と海流による水平移流からの供給がほぼ釣り合っていることを示唆している。北太平洋の

亜熱帯域においては、過去約 20 年間に核実験起源炭素 14 が蓄積されている（Kumamoto et al., 2011, 

2013）。これらの観測結果は、北太平洋の亜熱帯域に蓄積された核実験起源炭素 14 が、北太平洋とイン

ド洋を繋ぐインドネシア通過流によって東部インド洋に運ばれている可能性を示唆している。同航海では、

上記の２点に加えてさらに２点において炭素 14測定用海水を採取している。今後、それらの海水試料の炭

素 14 を分析して得られるデータを加えて、解析を継続する。 
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